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STプロジェクト White Paper（ドラフト V ７．１） の検討

（まとめに向けて）
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１．持続可能な観光のためのビジネス基準のページ構成

1. はじめに

2. 目的と範囲

3. 持続可能な観光のための関連ビジネス基準

3.1 GSTC

3.2 ISO ２１４０１：２０１８規格

3.3 ISO / TC 228

3.4 持続可能な観光に関する国連/CEFACTのグリーンペーパー

4. 国連/ＣＥＦＡＣＴの今後の方向性の提案

4.1 食品/レストラン 4.7 ツアー エイジェンシー

4.2 アコモデーション（宿泊施設） 4.8 地方公共団体

4.3 運輸 4.9 体験プログラム

4.4 デスティネーション（行先） 4.10 旅行者

4.5 ショッピング

4.6 エンターテイメント
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5. レーティングシステム

6. フューテャーの機会とリスク

6.1 Centraized Unique ID Challenges

6.2 Multi-Layer Packaging Travel Product Charenges

6.3 Centralized Data Storage 

6.4  Expose of Detail Sustainability information 

6.5  Unified Chapter and Verse System

6.6  Supply Chain Challenges
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2．持続可能な観光を可能にするビジネス基準作成の流れ

１．貧困撲滅

２．飢餓の撲滅と食糧の安全確保

３．健康な生活、福祉の推進

４．公平な教育機会

５．ジェンダー平等

６．水、衛生へのアクセス

７．持続可能で近代的なエネルギー

８．雇用、経済成長

９．インフラの充実、産業化の促進、イノベーションの拡大

１０．国家間の不平等の是正

１１．持続可能な都市、居住地の促進

１２．持続可能な消費と生産

１３．気候変動に対する対策

１４．海洋、海洋資源の確保

１５．陸上生態系、森林資源の確保、砂漠化への対処

1６. 平和で公正な社会の構築

１７．SDG推進に向けた国際的連帯の活性化
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持続可能な観光を実現する
ためのビジネス基準を生成

ターゲット：169
（指標：244）

ＳＤＧｓ達成の取組

ビジネス基準達成を目指ぢた行動プ
ランを観光地域の情勢に合わせて
作成し観光事業者全てが取組む

ＳＤＧｓ取組成果は達成度評価
手法で持続化の現状を確認する

現在、対象となる
ビジネス基準数は
179項目ある。



持続可能な旅行・観光が取
組むべき目標・ターゲットを
抽出してガイドライン（ビジ
ネス基準）を生成する。

持続可能な観光実現のための
ガイドラインを生成する

_STEP-1

ＳＴ取組対象を4区分に分類・
整理して取組む_STEP-2-1

地球環境及び地域
環境の維持

地域コミュニティの
発展推進

文化・文化財の
永久的保存維持

観光産業の推進と
発展

持続可能な観光の取組分類

旅行者
16

旅行事業者
28

交通運輸
13

観光支援・
サプライヤー

40

観光地域・
サービス

82

円グラフ内の数字はビジネス
基準１７９項目の内訳を示す

敢行の分５野が取組むべき
ビジネスガイドラインの割合

3. UNSDGsの持続可能な旅行・観光分野の行動指針について

観光5分野がビジネス基準の取組は目標を分類を4区分に振分けて行動するための考え方（１）
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3-1. UNSDGsの持続可能を目指す旅行・観光分野取組の流れ

UN SDGｓ
目標：17,ﾀｰｹﾞｯﾄ：169

持続可能な旅行・観光が取
組むべき目標・ターゲットを抽
出してガイドライン（ビジネス
基準）を作成する。

1.食品／レストラン
2.アコモデーション
3.運輸
4.ディスティネーション
5.ショッピング
6.娯楽
7.ツアー代理店
8..地方公共団体
9.体験プログラム
10..旅行者

各分野の担当者は、旅行・観光
のSDGｓの持続化を目指して行動
するため、具体的にビジネス基準
達成のための取組べき行動リスト
を作成して取組む。

行動リストを実施した達成状況をを簡
便な達成度評価基準により取組現状
を確認・評価する。（携帯端末等による
様々な活用等）更に持続化を迅速に
推進して旅行・観光の実現を達成する。
未達成の場合は、継続実施・行動リス
トを見直しさらなる改善に取組む。
達成度評価基準は別紙で説明資料を
参照。達成度評価手法の主要機能）

旅行・観光のSDGｓ
取組成果を適時公表し
て取引や旅行・観光分
野等に活用してSDG
ｓによるさらなる持続
化向上を推し進める。

取組対象を適用10分野の
取組に分類 STEP-2-2

実施する_STEP-3

継続する
_STEP-5 

持続可能な観光の取組対
象はUNSDGｓ_STEP-0

取組手段を設定し

取組の成果を評価する取組成果を

持続可能な観光実現に向けた
ガイドラインを定めるSTEP-1
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ＳＴ取組対象を4分野に
分けて取組む_STEP-2-1

地球環境及
び地域環境
の維持

地域コミュ
ニティの発
展推進

文化・文化
財の永久的
保存維持

観光産業の
推進：発展

持続可能な観光の取組分類



7

4．ＳＴプロジェクト ホワイトペーパーのレビューでの検討資料について

ＳＴプロジェクトがSDGｓの目標・ターゲットから生成したビジネス基準の適応が持続
可能な取組のあり方を検証のために以下の関連資料等を参照した。

１．UNWTO 観光と持続可能な開発目標 －２０３０年への道程 重要事項
(環境と持続可能な開発目標＜SDGs>の関係：公共政策と企業の

社会的責任＜CSR>活動 等）

２．欧州連合 「Transition Pathway for Tourism」（観光の移行経路）
（レポートの目的は、グリーンとデジジタルの移行を加速し、

観光エコシステムの回復力を向上させるために必要な措置と
成果を説明することです。本文より引用）

３．観光関係機関の取組講演から
第１回観光庁セミナーの講演記録から、ハワイ観光局、カナダ観光局の担当者から
は新しい観光の取組方としてＫＰＩ（Key Performans Indicator)を官民一体での
実施が大切であると述べている。更に訪問者満足度、住民の満足度、取組の SDGｓ，
KPIの可視化等も必要であると提唱している。
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４-1．COVIT－１９パンデミックの観光持続化関連の景況感指標

資料参照European Commission Transition Pathway for Tourism



５. UNSDGsの持続可能な旅行・観光分野での取組の課題

１．持続可能な観光へのガイドライン小効果的に実施するために、重要事項などのWeightingをする必要性がある。

ＳＴプロジェクトはSDGｓからガイドラインを生成したが、観光事業者・旅行者が観光持続化のためにそれぞれの

ガイドラインにウエイトをかけた重点的な取組みが必要と考えている。 一例として旅行者のディスティネーション選択では、

自然（41%）, 文化（42％）と言った調査データから顧客の要望 を満たしつつ持続可能な観光を実現にするためには

関連するビジネスガイドラインのウエイト付が必要と考えている。 特に観光地域の自然と地域の社会的な持続化可能

施策 など地域社会をくくりとしたビジネスガイドライン実施体制が必要と考えている。

２．我々はCOVIT－１９パンデミックで疲弊する観光事業が受けた影響を目の辺りにした。SDGｓの取組に加えて社会・地

域の持続化の取組、気候変動対策等も欠かせない社会的な課題であり持続可能な観光取組のあり方について。

３．持続可能な観光のためのビジネス基準に対する事業者の取組と ISO ２４０１：２０１８規格、ISO/TC228）規格の整合性を図る。

４．持続可能な観光インフラとして重要な施策に必要とする全ての旅行者・事業者がアクセスできる情報ネットワーク環境が必要。

汎ゆる場面で関連する観光・旅行情報の活用を可能にする必要がある。この達成にはＥＰｓ TAによる電子取引サービス の

具体化に向けて観光サービス全体をトータルに支援するＤＸ全般の取り組みにより連携したいとを考えている。 （今後の検討）
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ＵＮ／WTO 資料参照
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END
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